
「Ｉ❤URESHINO」
新たな交流拠点の誕生を契機に取り組む

“Withコロナ観光まちづくり”

VR/AR技術、5G技術やAIをはじめとした未来技術の活用による

嬉野市の発展・市民の元気と継続的な成長の実践
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嬉野温泉駅
(2022年秋 開業予定)

提案内容の概要 資料３
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事業のポイント

駅前ゾーンと中心市街地を核として、オンライン・デジタル技術等を活用し、嬉野市観光を再生

うれしの茶

温泉湯豆腐 肥前吉田焼

嬉野温泉

塩田津

うれしのあったか祭り

新地域交流施設＝バーチャル拠点

新たな交通・観光拠点（嬉野温泉駅・道の駅）

＜実践する3つの取り組み(案)＞
(1) 嬉野の魅力を全国・全世界に発信する魅力づくり
(2) 来訪者の移動を支えるモビリティサービス
(3) 5G技術等を活用した各種データ収集・提供

未来技術が新型コロナウイルス
禍に負けない観光の街をつくるこ
とを、ここ「嬉野」で実践！

中心市街地
（嬉野温泉街・食・遊興）



２つのプロジェクトチーム（PT）が動きます
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事業の推進体制 ～ ２つのプロジェクトチーム（PT）で推進 ～
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事業スケジュール概要

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

地域実装協議会

事業の基本的な進め方 地域実装協議会
現地調査、実行計画、

関係機関調査
実証実験の実施

実証実験、
一部本格実装

本格実装。事業継続企業の設立

実施事業

1.嬉野の魅力を全国全世界に発信する環境づくり

交通拠点
(1)デジタルモール・バーチャルモール
の構築

市域

(2)観光情報のデジタルコンテンツ化

(3)来訪者と生産者をオンラインで
結ぶコミュニケーションツール

(4)オンライン観光ツアー

(5)VR技術を活用した体験ツアー
(長崎街道等)

2.来訪者の移動を支えるモビリティサービス

交流拠点
(1)拠点内移動を支える
パーソナルモビリティ

交流拠点⇔
中心市街地

(2)手ぶら観光を支える自動運転
サービス(新幹線駅～和多屋別荘)

3.5G技術等を活用した各種データの収集・提供

市域 (1)データプラットホームの構築

交流拠点
中心市街地

(2)ローカル5Gの構築

プレ稼働開始

本格稼働開始

本格稼働開始

本格稼働開始

新幹線駅及び
道の駅開業

本格運用！
(開業二周年を目途)(11月) (2月)

第1弾準備(開業時向)

整備・構築

第1弾準備(開業時向)

整備・構築

第1弾準備(開業時向)

整備・構築

第1段準備

第1弾準備(開業時向)

現地調査、
課題把握

実証計画
関係機関調整

関連施設
整備

第1弾準備(開業時向)

(将来的に実施)

支局部・観光協会等を主に対応
プレ実施コンテンツ作成

プレ開始(拠点～数施設)

ツアー第1弾

ベースプラットフォームの運用(スモールスタート)

ツアー第1弾

数台先行導入(3台)

部分的
運行実験

ベースプラットフォームの運用(スモールスタート)

市民参加による本格稼働

モールの本格導入に
先駆けてスタート

サービスとして稼働開始(追加7台)

本格稼働へ移行

新幹線駅・道の駅の同時開業を第1ステップの目標に、関係機関調整・計画づくりを進めつつ、2022年秋に一部の実装を含めたプレ運用をスタート（数
量やエリアを限定した実装）

さらに、開業2年後を第2ステップの目標に、運用の見直しや拡大を図り、2024年秋に本格運用を開始

(12月)


